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はじめに

　住民の暮らし方や価値観が多様化し、県民や地域が抱える課題も多岐にわたるなか、よ

り良い社会を実現するためには、ボランタリーセクター、とりわけＮＰＯ法人の果たす役

割が大きく、活動領域は広範なものとなっています。また、それらの活動を支える仕組み

や協働のあり方が問われています。

　阪神・淡路大震災を契機に生まれた特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）も施行から20 

年を迎えました。兵庫県内には2,500にのぼるＮＰＯ法人が設立され、様々な主体ととも

に多様な市民活動を展開し、県民がつながりながら主体的に活動できる共助社会の構築に

向けて活動しています。

　このたび、「社会ネットワークと非営利組織研究プロジェクト」（代表 鈴木純神戸大

学大学院経済学研究科准教授、宮垣元慶應義塾大学総合政策学部教授）の皆さまが、その

研究活動の一環として、兵庫県の全ＮＰＯ法人を対象に、活動の実態や組織運営の状況、

組織や活動の変化に関するアンケート調査を実施し、結果をまとめられました。ひょうご

ボランタリープラザでは、この調査が県内ＮＰＯ法人の多様化する活動と組織の今の姿を

把握し、今後の取組に資するものと考え、同プロジェクトのご了解を得て、「ひょうごＮ

ＰＯデータブック2018」として発刊し、広く県内の関係者と共有を図ることといたしまし

た。

　ＮＰＯ法人の多様性や地域コミュニティとの協働・ネットワークの形成、そして、ＮＰ

Ｏ法人の役割、地域におけるより良い協働や組織づくりなど、ＮＰＯ法人をはじめ兵庫の

ボランタリーセクターのこれからを考える一助となることを期待しています。

　末尾になりましたが、今回の調査をとりまとめていただきました鈴木純先生及び宮垣元

先生をはじめ「社会ネットワークと非営利組織研究プロジェクト」の皆さまに厚くお礼申

し上げます。

2018 年10 月

　ひょうごボランタリープラザ

　　所 長　　　高 橋 守 雄














